































Construction of Radiation therapy information System
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nurse, followingthenotificationthatdoctor’sconsultationrecordshouldbeheldonceaweek. It is
possibletoelucidatethetreatmentRISentrydonebytechniciansornurse.TheRT-viewerfunction
allowsitsusefordepartmentconferences,conferenceswithotherdepartmentsandforthepurposeof
student education, etc.Wefixed ２０ essential items including these new requirements andgraded
presentationbythesubscriptionmanufacturer.Asaresult,manufacturerswereselectedandtreatment
RISwasconstructed.
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年目にリニアック ２ 台目を新規導入し， ４ 年目に密封小
線源治療装置を更新しオンライン連携した。
２ ．当初の新規機能





図 1 　HIS and RIS are carpooling in a PC
































表 １ 　the essential requirements of RIS
No 放射線治療部門必須要求要件 A社 B社 C社
1 依頼からの治療依頼オーダに対し，治療適用，不適用などの回答を治療RISからHISへ返信できる機能を有すること。 × 〇 〇
２ 医師，技師，物理士，看護師，受付間で情報の伝達ができるメッセージ機能を有すること。 × × 〇
３ 治療方針情報として入力するデータ（治療方法，治療効果など）はJASTROデータベース委員会の情報に準拠していること。 × 〇 〇
４ 原発部位と治療部位を分けて登録できる機能を有すること。また，原発部位と治療部位が同じ場合，原発部位情報として入力した情報を治療部位登録時に活用できること。 △ △ 〇
５ 照射パラメータと照射録の一覧表示ができること。また患者毎の照射録の作成や出力が出来る機能を有すること。 △ 〇 〇
６ 治療計画情報で入力する総線量，一回線量から治療日数の自動計算できること。また治療開始日の仮予約や終了日の自動計算ができること。 〇 〇 〇
7 治療のプランに対し，コースという概念を有していること。また，複数のプランが存在する治療の場合，トータル線量を正確に積算できること。 〇 〇 〇
8 リニアックとオンラインで連携する場合，リニアック側の連携IDに合わせてデータの授受をすることが出来ること。 × ○ ○
9 一連の治療に対するチェックリストを作成し，業務の抜けを確認できる機能を有すること。また，患者に渡した注意書きなどのドキュメント管理ができること。 × ○ ○
1０ 照射予約を治療RISで取得し，患者に渡す予定表の印刷が治療RISでできる機能を有すること。 × ○ ○
11 患者の都合などで照射を 1 日だけ中止した場合，照射予約を最終日の翌日以降に振り替えることができる機能を有すること。 × △ ○
1２ 医師，技師，物理士，看護師，受付で共有できる予定確認機能を有すること。 ○ ○ ○
1３ 患者受付時に該当患者の照射の進捗（あと何回照射するのか，CT撮影があるのかなど）を確認でき，患者へ声掛けができる機能を有すること。 △ × ○
1４ 照射画面において画面を切り替えることなく次の患者の照射情報の確認ができること。 × × ○
1５
会計情報送信時に，治療計画時に入力した照射方法（対向 ２ 門照射， ４ 門照射など）の変更ができるこ
と。治療計画で ３ 門照射と 1 門照射がおこなわれる場合，会計へは ４ 門照射として送信できる機能を有
すること。
△ × ○
1６ 1 日 ２ 部位の照射がある場合，診療報酬の高い部位を 1 部位目として会計送信できる機能を有すること。 × △ ○
17 QAQCとして，モーニング照射，ファントム照射，点検時の照射など，人への照射以外の照射情報の管理ができる機能を有すること。これらの情報は装置別使用記録簿等に反映されること。 ○ × ○
18 JASRO統計，1３週報などの各種統計が自動作成できる機能を有すること。 × ○ ○
19 DBに格納されている全ての情報を対象として検索ができること。またCSVファイル等に結果情報を出力できる機能有すること。 ○ ○ ○

















































































図 2 　 start the RT viewer at the Conference. The right 
screen HIS Reports on treatment. The left monitor 
dose distribution and DVH 
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述べた。この1０年で治療RISは，必要不可欠なものとな
り普及も進みつつある。今後，その普及と標準化が全国
データベース（JROD）の成否の鍵となると思われる。
さらに同時にがん登録への治療RISの直接連携も今後の
達成されるべき課題である。
る。この鍵となるのも治療RISであろうと考えられる。
各病院間を治療RIS連携し，ビューアを介して治療計画
を立案，検討，修正するなどが考えられる。
まとめ
　治療RISの概要を解説し，本院における構築について
野村ほか：放射線治療情報システムの構築 5
